
  
 

第５章 研究評価委員会の講評 

１．土木研究所研究評価委員会の講評 

 第２章に示した土木研究所研究評価分科会での評価結果とこれに対する土木研究所の対応を

踏まえ、平成１９年６月２１日に土木研究所評価委員会を開催し、重点プロジェクト研究につい

て最終評価を行った。審議の詳細については本書の巻末参考資料に議事録として示すとおりであ

るが、研究評価委員会における講評は次のとおりである。 

 
● 講評  

 委員のみによる審議を行った後、重点プロジェクト研究個別課題の事前評価と中間評価

および前年度に研究所が実施した研究全体にわたる研究成果等の概要について、田村委員

長より以下の通り講評がなされた。 

 

 
重点プロジェクト研究の個別課題に関しては、各分科会の評価結果の報告を確認し、承

認した。 

また、前年度に研究所が実施した研究全体にわたる研究成果等の概要についての報告を

受け、評価委員会としての意見を以下に取りまとめた。 

 
①土木研究所の研究理念の制定については、高く評価する。これに基づき、研究を進めて

いただきたい。その際、現在実施している重点プロジェクト研究および戦略研究が、研

究理念に基づきどのように位置づけされているかを検討して欲しい。 

②若手研究者の人材養成を引き続き行って欲しい。また、土研全体の研究を俯瞰できるよ

うなプロジェクトマネジャーを育てることも、必要な人材養成の一つである。 

③つくば中央研究所と寒地土木研究所の連携に取り組んでいることについては了解した。

そのうえで、つくばと寒地土研の研究の融合に向けて、５年、１０年先を見据えたロー

ドマップや計画を作成する必要がある。 

④土研が保有しているデータなどをアーカイブ化して公開したうえで、大学や他の研究機

関との協力と競争を行って欲しい。 

⑤研究の成果が幾つか現れてきている。研究の着手前・着手後でどこが変わったかをわか

りやすく世の中に出すことにより、土研の存在価値を高めることができる。 

 
２．土木研究所の対応 

 土木研究所研究評価委員会において了解された分科会評価結果とこれに対する土木研究所の

対応、および評価委員会からの講評をもとに、今後提案した実施計画に従って鋭意研究を進め、

実施計画書に掲げた達成目標の実現を目指していきたい。 


